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希望と喜びに生きる―新たな転換期に立つキリスト教学校

2022・2023年度教研テーマ

　本学院は、今年で創立60周年を迎えました。マタイによ
る福音書13章31～32節の言葉から、からし種一粒の種が大
きな実を結ぶというイエス様のたとえ話を通して、八代学
院60周年の一部分に触れてみたいと思います。
　大学は、2018年に、創立50周年を迎えました。創立者ミ
カエル八代斌

ひん
助
すけ
主教が生前主宰された、『ミカエルの友』

の中から、3冊の書籍が生み出されました。『八代斌助資
料集1～3』です。このうち、2020年に八代斌助逝去50周
年を記念し、資料集３が出版されました。また、2022年、
大学同窓会が記念誌を出版しました。いずれも非売品です。
　この中から、学院創設、高校・大学開学に至るまでの思
いを回顧してみたいと思います。
　1962（昭和37）年10月22日付で、『三笠宮を神戸にお呼び
した12年前、「八代君、今度何をやるか」というから、「農村

センター、海外移民の学校ですよ」というたら、原口市長
と岸田知事が「土地がありますよ。安く提供します」とい
う。三和（銀行）の渡辺会長の声で、横山支店長から金を
借りで買ったあの土地、全くアメリカによらず、純日本に
生きた土地だ。然し十二年苦しんだものだ。その土地と取
っくんだ連中の生活を支持せねばならず、牛だ。鶏だ。み
な失敗だ。それでも、皆があそこで生きてきた。クラゲマ
ークの温泉をやるとて、事業家が来る。ボーリングの土地
をという奴もいた。ただ十二年苦しみ抜いて、遂に光明の
時が来るか。感謝、感激だ。キリスト教は前向きなのだ。』
と述べておられます。
　このことから分かるのは、1つのビジョンを持ち、チャ
ンスを捉え、創立者自身で安易に頼らず整えていった姿で
す。斌助主教は「神を畏れ、人を恐れず、人に仕えよ」と
いう建学の精神を、文字通り、体現されました。その後、
垂水で蒔かれた一粒の種が、高校・大学に育ち、大学は
2002年六甲アイランドに移転し、2学部3学科体制へと成
長し、高校は普通科・国際科を有する共学校へと発展して
いきました。巣を作るほどの木に成長したわけです。
　さてこれからどうなるのでしょうか。神への祈りと皆さ
んの支えにより、前向きに進んでいくことを願っています。
� 〈神戸国際大学チャプレン〉

加
盟
校
動
静

　
「
教
育
未
来
創
造
会
議
」

第
一
次
提
言
で
は
、
自
然
科

学
分
野
を
専
攻
す
る
学
生
を

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
５
割

程
度
へ
と
す
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、「
デ
ジ
タ
ル
人

材
」
を
い
か
に
大
量
に
生
み

出
す
か
が
最
重
要
の
課
題
と

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
等
の
「
成
長

分
野
」
へ
の
大
学
等
の
再
編

を
進
め
さ
せ
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。「
成
長
分

野
」
と
は
絡
ま
な
い
既
存
の

学
部
・
学
科
等
を
ス
ク
ラ
ッ

プ
し
て
新
た
な
組
織
を
構
想

せ
よ
と
い
う
も
の
で
す
。
近

年
の
異
常
な
ま
で
の
「
デ
ジ

タ
ル
人
材
無
双
状
態
」
に

は
、
今
後
の
日
本
の
高
等
教

育
の
行
く
末
に
大
い
な
る
不

安
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
「
教
育
」
と
は
国
家
の
た

め
の
道
具
で
は
な
く
、「
学

校
」
と
は
国
家
に
有
益
な
均

質
的
人
材
を
効
率
良
く
生
産

す
る
た
め
の
工
場
な
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
と
は
あ

く
ま
で
も
、「
ひ
と
」
一
人

ひ
と
り
の
人
格
を
陶
冶
し
、

社
会
、
世
界
に
福
利
を
も
た

ら
す
た
め
の
尊
い
働
き
な
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
願
い
と

思
い
を
も
っ
て
、
私
た
ち
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
創
立
者
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を

創
設
し
た
こ
と
を
、
私
た
ち

は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
。

　
明
治
期
に
開
始
さ
れ
た
近

代
日
本
の
教
育
と
は
、
あ
く

ま
で
も
国
家
政
策
に
奉
仕
す

る
た
め
の
教
育
と
な
り
、
そ

の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
教
育
シ

ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
国
家
教
育
権
を
徹
底
す

る
上
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
「
建
学
の
精
神
」
に
基
づ

く
教
育
理
念
を
主
張
す
る
私

立
学
校
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス

ト
教
学
校
は
、
そ
も
そ
も
国

家
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ

る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
戦
後
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に

淵
源
を
持
つ
、
本
来
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
的
教
養
教
育
の

真
意
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
学

教
育
偏
重
も
変
更
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
依
然
と
し
て
、
キ

リ
ス
ト
教
、
神
学
、
哲
学
、

宗
教
、
思
想
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

な
ど
は
「
虚
学
」
と
し
て
軽

視
さ
れ
た
の
で
し
た
。
実
学

と
虚
学
は
分
離
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
両
輪
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中

で
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教
学

校
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
な
も
の
が
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
を
め
ぐ
る
内
外

の
状
況
は
き
わ
め
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

い
う
時
代
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
は
自
信
を
も
っ

て
、
誠
実
に
、
共
々
に
、
い

わ
ば
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
の
丁

寧
な
教
育
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に

実
践
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
理
事
長・立
教
大
学
総
長
）

２
０
２
３
年
度
各
地
区
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た

東
北
・
北
海
道
地
区

日�

時
＝
５
月
19
日
（
金
）
14

時
30
分
～
16
時　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催

関
東
地
区

日�

時
＝
５
月
20
日
（
土
）
13

時
～
15
時
50
分

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催

関
西
地
区

日�

時
＝
５
月
13
日
（
土
）
13

時
30
分
～
16
時
10
分

場�

所
＝
神
戸
女
学
院
エ
ミ
リ

ー
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
ミ
ス

記
念
講
堂

西
南
地
区

日�

時
＝
４
月
21
日
（
金
）
15

時
～
17
時

場
所
＝
西
南
学
院
百
年
館

普
連
土
学
園

　
畠
中
ル
イ
ザ
氏
が
５
月
27

日
付
け
で
理
事
長
を
退
任
、

同
日
付
け
で
山
本
將
人
氏
が

後
任
に
就
任
。

草
苑
保
育
専
門
学
校

　
阿
江
美
知
代
氏
が
５
月
26

日
付
け
で
校
長
に
就
任
。

東
京
神
学
大
学

　
近
藤
勝
彦
氏
が
５
月
29
日

付
け
で
理
事
長
を
退
任
、
６

月
１
日
付
け
で
藤
掛
順
一
氏

が
後
任
に
就
任
。

捜
真
学
院

　
横
山
茂
氏
が
５
月
31
日
付

け
で
理
事
長
を
退
任
、
６
月

１
日
付
け
で
浅
古
弘
氏
が
後

任
に
就
任
。

梅
花
学
園

　
小
坂
賢
一
郎
氏
が
６
月
30

日
付
け
で
理
事
長
を
退
任
、

小
川
友
次
氏
が
７
月
１
日
付

け
で
後
任
に
就
任
。

神戸国際大学ミカエルホールにて

第第
111111
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会

６
月
２
日（
金
）・
３
日（
土
）

６
月
２
日（
金
）・
３
日（
土
）

学
校
法
人
八
代
学
院　

神
戸
国
際
大
学
で

学
校
法
人
八
代
学
院　

神
戸
国
際
大
学
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

開開  

会会  

挨挨  

拶拶

西
原
廉
太 

理
事
長

神戸国際大学
キャンパス風景

総会のひとコマ

開会礼拝説教開会礼拝説教

一粒の種から一粒の種から
〜八代学院60年史〜八代学院60年史

トマストマス

河村博之河村博之
マタイによる福音書マタイによる福音書
13章31〜32節13章31〜32節

キ
ャ
ン
パ
ス
の
先
に
は
神
戸
の
海

会
場
の
２
号
館
入
口（
受
付
）　

諸聖徒礼拝堂

海を望む学生食堂

２日目は好天
２号館の議場からの眺望

ミカエルホール
会場出席者は挙手をもって承認

リフレッシュタイムには
2号館のテラスに出て
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※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
24
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
経
済
学
部
経
済
学
科

職
種
＝
社
会
政
策　
専
任
講

師
又
は
准
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
13
日

▼
経
済
学
部
経
済
法
学
科

職
種
＝
ミ
ク
ロ
経
済
学　
専

任
講
師
又
は
准
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
13
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
心
理
学
部
心
理
学
科
（
24

年
４
月
開
設
予
定
）

職
種
＝
臨
床
心
理
学　
専
任

講
師
又
は
准
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
18
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8553

▽
四
国
学
院
大
学

▼
社
会
福
祉
学
部

職
種
＝
①
心
理
学･

カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
②
保
育
学
他　

准
教
授
又
は
助
教
各
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
７
日

▼
文
学
部

職
種
＝
①
日
本
文
学
他
②
キ

リ
ス
ト
教
学
他
③
科
学
教

育
他　
准
教
授
又
は
助
教

各
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
７
日

▼
社
会
学
部

職
種
＝
比
較
文
化
論
他　
准

教
授
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
７
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▽
恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等

学
校

職
種
＝
園
芸
科　
嘱
託
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
７
月
18
日

問
合
せ
＝
☎03-3303-2115

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職
種
＝
保
健
体
育
科　
専
任

教
員
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
10
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3401

▽
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

・
高
等
部

職
種
＝
社
会
科
（
地
理
）　

専
任
教
諭
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
25
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-0696

▽
静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校

職
種
＝
数
学
科
、
理
科
（
生

物
）、
保
健
体
育
科　
専

任
教
諭
又
は
常
勤
講
師
各

若
干
名

応
募
締
切
＝
８
月
31
日

問
合
せ
＝
☎054-254-7401

▽
近
江
兄
弟
社
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科　
教
諭
又
は

常
勤
講
師
３
名

応
募
締
切
＝
７
月
25
日

問
合
せ
＝
☎0748-32-3444

▽
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学

校職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
７
月
13
日

問
合
せ
＝
☎075-781-7121

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
家
庭
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
７
月
20
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
松
蔭
中
学
校
・
高
等
学
校

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
員

又
は
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
14
日

問
合
せ
＝
☎078-861-1105

▽
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
社
会
科
、
理
科
、
聖

書
科　
常
勤
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
26
日

問
合
せ
＝
☎092-841-1317

▽
基
督
教
独
立
学
園
高
等
学

校職
種
＝
①
事
務
長
②
女
子
寮

舎
監
各
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
31
日

問
合
せ
＝
☎
①0238-65-

2021 

②0238-65-2113

▽
青
山
学
院
高
等
部

職
種
＝
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日

応
募
締
切
＝
７
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

Ⅳ
．
組
織
（
10
時
55
分
～
11

時
５
分
）

（
１
）
出
席
会
員
数
及
び
そ

の
議
決
権
数
の
確
認
（
第
１

日
目
10
時
現
在
）

総
会
員
数
＝
１
０
２
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

〔
第
１
日
〕６
月
２
日（
金
）

Ⅰ
．
受
付
登
録
（
９
時
～
10

時
）・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
入
室
（
９

時
30
分
～
）

Ⅱ
．
開
会
礼
拝
（
10
時
～
10

時
25
分
）

場�

所
＝
神
戸
国
際
大
学 

ミ

カ
エ
ル
ホ
ー
ル
（
２
号
館

４
階
）

司�

式
＝
與
賀
田
光
嗣
（
神
戸

国
際
大
学
附
属
高
等
学
校

チ
ャ
プ
レ
ン
）

説�

教
＝
「
一
粒
の
種
か
ら
―

八
代
学
院
60
年
史
」
河
村

博
之
（
神
戸
国
際
大
学
チ

ャ
プ
レ
ン
）

奏�

楽
＝
伊
藤
純
子
（
神
戸
国

際
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

Ⅲ
．
挨
拶
（
10
時
30
分
～
10

時
55
分
）

（
１
）
理
事
長
挨
拶

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
西
原
廉
太

理
事
長
よ
り
、
開
会
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
。（
１
面
別

掲
）。 

（
２
）
会
場
校
挨
拶

　
学
校
法
人
八
代
学
院
八
代

智
理
事
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
。

６
７
個

　
①
会
場
代
表
者
・
代
理
人

出
席
＝
52
法
人　
こ
の
議
決

権
の
総
数
＝
94
個　
②
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
代
表
者
・
代
理

人
出
席
＝
16
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
26
個　
③
議

長
委
任
＝
23
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
26
個　
④
合

計　
出
席
会
員
＝
91
法
人　

合
計
議
決
権
数
＝
１
４
６
個

　
＊
会
場
出
席
者
＝
１
１
４

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
者
＝

34
名
、
合
計
１
４
８
名

　
以
上
の
事
務
局
報
告
に
よ

り
、
議
長
委
任
会
員
を
含

め
、
総
会
員
の
議
決
権
の
過

半
数
を
有
す
る
会
員
が
出
席

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

（
２
）
総
会
成
立
宣
言
・
議

長
紹
介

　
事
務
局
よ
り
、
定
款
第
18

条
に
基
づ
き
、
理
事
長
の
西

原
廉
太
氏
が
本
総
会
の
議
長

を
務
め
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
議
長
が
開
会
を
宣
言
し

た
。

（
３
）
議
事
録
作
成
者
指
名

・
議
事
録
署
名
人
推
薦

　
議
事
録
作
成
者
に
神
戸
国

際
大
学
附
属
高
等
学
校
の
八

代
祈
氏
、
大
和
慎
吾
氏
が
指

名
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
録
署
名
人
に
福
岡
女

学
院
院
長
の
阿
久
戸
光
晴

氏
、
明
治
学
院
学
院
長
の
鵜

殿
博
喜
氏
が
推
薦
さ
れ
、
選

任
さ
れ
た
。

（
４
）
総
会
日
程
案
の
承
認

　
議
長
よ
り
、
定
時
総
会
議

案
書
（
以
下
「
議
案
書
」
と

表
記
）（
Ｐ
５
～
８
）
に
よ

り
総
会
日
程
案
が
説
明
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
報
告
書
委
員
会
付
託

事
項
報
告

　
藤
倉
哲
也
総
会
報
告
書
委

員
会
委
員
長
（
神
戸
国
際
大

学
）
よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ

84
）
に
基
づ
き
報
告
書
精
査

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。

Ⅴ
．
議
事
（
11
時
５
分
～
12

時
10
分
）

　
今
回
、
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の

形
を
と
る
に
際
し
て
、
議
事

に
入
る
に
あ
た
り
議
長
は
出

席
者
の
音
声
が
即
時
に
他
の

出
席
者
に
伝
わ
り
、
出
席
者

が
一
同
に
会
す
る
の
と
同
様

に
適
時
、
的
確
な
意
見
表
明

が
互
い
に
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

１
．
報
告
事
項
１

（
１
）
事
務
局
報
告

１
）
加
盟
校
動
静
に
関
す
る

報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
２
８
～
１
２
９
）
に

基
づ
き
、
加
盟
校
の
動
静
に

関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

２
）
加
盟
校
人
事
異
動
に
関

す
る
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
３
０
～
１
３
２
）
に

基
づ
き
、
加
盟
校
人
事
異
動

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

３
）
常
任
理
事
会
・
理
事
会

に
関
す
る
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
13
～
67
）
に
基
づ
き
、

常
任
理
事
会
・
理
事
会
に
関

す
る
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

４
）
そ
の
他
に
関
す
る
報
告

　
坂
田
雅
雄
助
成
選
考
委
員

会
委
員
長
（
横
浜
共
立
学

園
）
よ
り
公
益
目
的
支
出
計

画
（
助
成
）
に
つ
き
、
議
案

書
（
Ｐ
１
４
５
～
１
５
５
）

に
基
づ
き
報
告
、
議
長
よ
り

地
区
協
議
会
報
告
書
及
び
地

区
提
出
議
案
（
特
に
な
し
）

に
つ
き
報
告
が
な
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

（
２
）
監
査
報
告

　
大
川
義
常
任
監
事
（
共
愛

学
園
）
よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ

86
～
87
）
に
基
づ
き
２
０
２

２
年
度
事
業
及
び
計
算
書
類

に
つ
い
て
監
査
を
実
施
し
た

こ
と
、
及
び
監
査
結
果
の
報

告
が
な
さ
れ
、
一
同
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

２
．
審
議
１

（
１
）（
議
案
１
）
２
０
２

２
年
度
事
業
報
告
の
承
認

　
事
務
局
よ
り
議
案
書
（
Ｐ

68
～
75
）
に
基
づ
き
本
部
事

業
報
告
、
山
本
与
志
春
教
育

研
究
委
員
会
担
当
理
事
（
青

山
学
院
）
よ
り
議
案
書
（
Ｐ

76
～
81
）
に
基
づ
き
教
育
研

究
委
員
会
報
告
、
湯
口
隆
司

広
報
担
当
理
事
（
活
水
学

院
）
よ
り
議
案
書
（
Ｐ
82
～

83
）
に
基
づ
き
広
報
委
員
会

事
業
報
告
が
な
さ
れ
、
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
２
）（
議
案
２
）
２
０
２

２
年
度
計
算
書
類
の
承
認

　
坂
田
雅
雄
会
計
理
事
（
横

浜
共
立
学
園
）
よ
り
、
議
案

書
（
Ｐ
88
～
99
）
に
基
づ
き

２
０
２
２
年
度
決
算
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、
会
場
に

諮
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

（
３
）（
議
案
３
）
補
欠
理

事
の
選
任

　
事
務
局
よ
り
、
補
欠
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
た
。
以
下
の
推
薦
理
事

候
補
者
が
、
６
月
１
日
の
第

２
回
常
任
理
事
会
及
び
第
２

回
理
事
会
で
の
承
認
を
経
て

上
程
さ
れ
た
。

　
嶋
田
順
好
（
横
浜
英
和
学

院
、
常
任
理
事
会
推
薦
）

　
樋
口
紀
子
（
梅
光
学
院
、

西
南
地
区
推
薦
）

　
右
記
の
候
補
者
一
覧
が
ス

ク
リ
ー
ン
画
面
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
出
席
者
に
は
画
面
共
有

で
示
さ
れ
、
議
長
は
一
括
審

議
の
同
意
を
得
て
議
場
に
諮

り
、
会
場
出
席
者
は
挙
手

を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
の
議

決
権
者
に
は
チ
ャ
ッ
ト
の
記

公　

募

與
賀
田
光
嗣
チ
ャ
プ
レ
ン

（
３
面
に
つ
づ
く
）

第
２
日
目
の
再
開
が
告
げ
ら

れ
、
議
長
は
青
山
学
院
の
山

本
与
志
春
氏
が
代
行
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
、

　
出
席
会
員
数
及
び
そ
の
議

決
権
数
の
確
認
（
第
２
日
目

10
時
現
在
）

総
会
員
数
＝
１
０
２
法
人

こ�

の
議
決
権
の
総
数
＝
１
６

７
個

　
①
会
場
代
表
者
・
代
理
人

出
席
＝
45
法
人　
こ
の
議
決

権
の
総
数
＝
84
個　
②
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
代
表
者
・
代
理

人
出
席
＝
８
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
12
個　
③
議

長
委
任
＝
23
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
26
個　
④
合

計　
出
席
会
員
＝
76
法
人　

時
20
分
～
16
時
20
分
）

講�

演
者
＝
植
松
功
（「
黙
想

と
祈
り
の
集
い
」世
話
人
）

　
以
上
を
も
っ
て
、
定
時
総

会
第
１
日
目
の
議
事
及
び
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
が
終

了
し
た
。

〔
第
２
日
〕６
月
３
日（
土
）

受
付
登
録
（
９
時
30
分
～
10

時
）（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
入
室
９
時

30
分
開
始
）

Ⅸ
．
朝
の
祈
り
（
10
時
～
10

時
５
分
）

場
所
＝
ミ
カ
エ
ル
ホ
ー
ル

お�

祈
り
＝
與
賀
田
光
嗣
（
神

戸
国
際
大
学
附
属
高
校
チ

ャ
プ
レ
ン
）

組�

織
（
10
時
５
分
～
10
時
10

分
）

　
事
務
局
よ
り
、
定
時
総
会

入
に
よ
る
賛
否
を
求
め
、
本

理
事
の
選
任
に
つ
い
て
異
議

な
く
承
諾
さ
れ
、
選
任
さ
れ

た
出
席
理
事
は
本
決
議
内
容

を
異
議
な
く
承
諾
し
た
。

（
４
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

特
に
な
し
。

Ⅵ
．
写
真
撮
影

（
12
時
10
分
～
12
時
20
分
）

　
ミ
カ
エ
ル
ホ
ー
ル
に
て
会

場
出
席
者
の
撮
影
。

　
撮
影
終
了
後
、
選
任
さ
れ

た
理
事
・
監
事
に
よ
り
第
３

回
理
事
会
及
び
第
３
回
常
任

理
事
会
を
開
催
し
た
。

Ⅶ
．
昼
食
・
休
憩
・
校
舎
見

学
等
（
12
時
40
分
～
13
時
40

分
）

　
與
賀
田
光
嗣
氏
（
神
戸
国

際
大
学
附
属
高
等
学
校
チ
ャ

プ
レ
ン
）
に
よ
る
食
前
感
謝

祈
祷
が
行
わ
れ
た
。
13
時
20

分
か
ら
大
学
チ
ャ
ペ
ル
に

て
、
伊
藤
純
子
氏
に
よ
る
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　
午
後
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
先
立
ち
、
午
前
の
議
事
終

了
後
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回

理
事
会
に
お
い
て
総
務
・
常

任
理
事
が
選
定
さ
れ
、
続
い

て
開
催
さ
れ
た
第
３
回
常
任

理
事
会
に
お
い
て
委
員
会
・

地
区
協
議
会
の
担
当
理
事
が

選
定
さ
れ
た
結
果
が
ス
ク
リ

ー
ン
表
示
、
並
び
に
画
面
共

有
に
よ
り
、
理
事
長
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
理
事
長
・
理
事

・
監
事
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
一
覧
参
照
）。　

　
※
今
回
選
任
の
理
事
の
任

期
は
２
０
２
４
年
６
月
の
定

時
総
会
ま
で
。

Ⅷ
．
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
13

時
50
分
～
16
時
20
分
）

場�

所
＝
ミ
カ
エ
ル
ホ
ー
ル

講
演
Ⅰ
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
入
学
し
て
キ
リ
ス
ト
と
出

会
っ
た
私
の
体
験
」（
13
時

50
分
～
14
時
50
分
）

講�
演
者
＝
黒
柳
志
仁
（
名
古

屋
学
院
大
学
国
際
文
化
学

部
准
教
授
）

講
演
Ⅱ
「
い
の
ち
の
深
呼
吸

：
園
児
・
児
童
・
生
徒
・
学

生
・
教
職
員
と
共
に
」（
15

理事長・理事・監事一覧

一般社団法人キリスト教学校教育同盟　第111回定時総会報告（2023年６月２日）

任期２年間、2022年定時総会～2024年定時総会、	
及び補欠理事は2023年定時総会～2024年定時総会（１年間）	
（理事長１名・常任理事11名・理事８名・常任監事１名・監事１名、合計22名）

理 事 長	 西原　廉太（立教学院）
常任理事	 嶋田　順好（横浜英和学院）	 総務理事
常任理事	 坂田　雅雄（横浜共立学園）	 会計理事
常任理事	 阿久戸光晴（福岡女学院）	 会計理事

常任理事	 山本与志春（青山学院）	 教育研究委員会担当理事

常任理事	 湯口　隆司（活水学院）	 広報委員会担当理事

常任理事	 松田　和憲（関東学院）	 国際交流担当理事

常任理事	 飯　　　謙（神戸女学院）	 キリスト教学校教育懇談会担当理事

常任理事	 大西　晴樹（東北学院）	 東北・北海道地区代表理事

常任理事	 山口　　博（聖学院）	 関東地区代表理事

常任理事	 八田　英二（同志社）	 関西地区代表理事

常任理事	 樋口　紀子（梅光学院）	 西南地区代表理事

理　　事	 古川　敬康（北星学園）
理　　事	 鵜殿　博喜（明治学院）
理　　事	 小池　一夫（桜美林学園）
理　　事	 安藤理恵子（玉川聖学院）
理　　事	 中島　昭子（捜真学院）
理　　事	 小室　尚子（金城学院）
理　　事	 磯　　晴久（桃山学院・プール学院）
理　　事	 中道　基夫（関西学院）

常任監事	 大川　　義（共愛学園）
監　　事	 福島　基輝（遺愛学院）

� 以上

第第
111111
回
定
時
総
会
議
事
録
よ
り

回
定
時
総
会
議
事
録
よ
り

八
代
学
院
八
代
智
理
事
長

オンライン出席者はチャット機能を用いて
賛否を表明（画面右）

議事進行（２日目）



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（765号） 2023年7月15日（土）

え
て
く
だ
さ
っ
た
母

校
で
あ
る
八
代
学
院

神
戸
国
際
大
学
で
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で

の
学
び
が
、
そ
の
後

の
人
生
を
大
き
く
変

え
て
く
だ
っ
た
体
験
を
、

「
思
い
出
」
を
通
し
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の

ドイツ留学の経験や大学の制度を、
クイズを交えながら紹介

関
西
学
院
の
打
樋
啓
史
先

生
が
賛
助
演
奏

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

合
計
議
決
権
数
＝
１
２
２
個

　
＊
会
場
出
席
者
＝
94
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
者
＝
25

名
、
合
計
１
１
９
名

　
以
上
の
と
お
り
、
議
長
委

任
会
員
も
含
め
、
総
会
員
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る

会
員
が
出
席
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

Ⅹ
．
議
事
（
10
時
10
分
～
11

時
15
分
）

報
告
２

（
１
）
２
０
２
３
年
度
事
業

計
画
の
報
告

　
事
務
局
及
び
各
実
行
委
員

長
よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
１
１

３
～
１
１
８
）
に
基
づ
き
以

下
の
項
目
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
た
。

〈
説
明
項
目
〉

・
常
任
理
事
会

・
理
事
会

・
第
１
１
１
回
定
時
総
会

・
第
65
回
学
校
代
表
者
協
議

会・
新
規
継
続
事
業

◇
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

　

田
太
郎
委
員
長
（
東
洋

英
和
女
学
院
）
よ
り
報
告
。

◇
中
小
規
模
学
校
法
人
連
携

協
力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
湯
口
隆
司
委
員
長
（
活
水

学
院
）
よ
り
報
告
。

◇
学
内
教
職
員
研
修
会
講
師

派
遣
委
員
会

　
福
島
基
輝
委
員
長
（
遺
愛

学
院
）・
山
本
与
志
春
委
員

代
読
に
よ
り
報
告
。

◇
教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

　
長
谷
川
洋
一
委
員
長
（
大

阪
女
学
院
）・
事
務
局
代
読

に
よ
り
報
告
。

◇
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
運

用
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
　
伊
藤
悟
管
理
委
員
会
委
員

長（
青
山
学
院
）よ
り
報
告
。

◇
教
育
同
盟
百
年
史
関
連
の

史
資
料
整
理

　
事
務
局
よ
り
整
理
の
状
況

と
活
用
に
つ
い
て
報
告

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇

談
会

・
出
版
・
印
刷
物
関
係

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職
員

就
職
支
援

・
公
益
目
的
支
出
計
画
（
省

略
）

　
以
上
、報
告
・
説
明
の
後
、

異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

（
２
）
２
０
２
３
年
度
教
育

研
究
委
員
会
事
業
計
画
の
報

告
　
山
本
与
志
春
担
当
理
事

（
青
山
学
院
）、
永
野
茂
洋
委

員
長（
明
治
学
院
）、
平
松
讓

二
委
員
長
（
同
志
社
）、
伊

藤
悟
委
員
長（
青
山
学
院
）お

よ
び
事
務
局
代
読
に
よ
り
、

議
案
書
（
Ｐ
１
１
９
～
１
２

４
）
に
基
づ
き
、
２
０
２
３

年
度
教
育
研
究
事
業
計
画
に

関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
以
上
、
報
告
・
説
明
の
後

異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

（
３
）
２
０
２
３
年
度
広
報

委
員
会
事
業
計
画
の
報
告

　
湯
口
隆
司
広
報
担
当
理
事

（
活
水
学
院
）
よ
り
、
議
案

書
（
Ｐ
１
２
５
）
に
基
づ
き

２
０
２
３
年
度
広
報
委
員
会

事
業
計
画
に
関
す
る
報
告
が

な
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

（
４
）
２
０
２
３
年
度
予
算

の
報
告

　
坂
田
雅
雄
会
計
理
事
よ

り
、
議
案
書
（
Ｐ
１
２
６
～

１
２
７
）
に
基
づ
き
２
０
２

３
年
度
予
算
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

報
告
３
（
新
規
継
続
事
業
に

つ
い
て
）

　
報
告
２
に
お
い
て
説
明
さ

中
島
昭
子
理
事
の
謝
辞

関
東
学
院
松
田
和
憲
学
院
長

　
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
生

き
て
こ
ら
れ
て
様
々
な
「
思

い
出
」
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
と
の
出
会
い
の
原
点
を
与

れ
た
の
で
、
省
略
。

　
以
上
で
、
す
べ
て
の
議
事

を
終
了
し
た
。

Ⅺ
．
閉
会
礼
拝
・
八
代
学
院

創
立
60
周
年
感
謝
記
念
礼
拝

（
11
時
40
分
～
12
時
20
分
）

場�

所
＝
神
戸
国
際
大
学
ミ
カ

エ
ル
ホ
ー
ル

司�

式
＝
河
村
博
之
（
神
戸
国

際
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）

説�

教
＝
八
代
智
（
八
代
学
院

理
事
長
）

聖�

書
朗
読
＝
與
賀
田
光
嗣

（
神
戸
国
際
大
学
附
属
高

校
チ
ャ
プ
レ
ン
）

奏�
楽
＝
伊
藤
純
子
（
神
戸
国

際
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

Ⅶ
．
閉
会
（
12
時
20
分
～
12

時
40
分
）

１
．
次
回
会
場
校
挨
拶

　
２
０
２
４
年
度
総
会
会
場

と
な
る
関
東
学
院
よ
り
、
松

田
和
憲
学
院
長
が
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
た
。
次
回
定
時
総
会

は
２
０
２
４
年
６
月
７
日

（
金
）・
８
日
（
土
）、
関
東

学
院
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
の
予
定
。

２
．
感
謝
の
こ
と
ば

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
を
代
表
し
、
中
島
昭
子
理

事
（
捜
真
学
院
学
院
長
）
よ

り
、
会
場
校
に
対
し
感
謝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

３
．
閉
会
宣
言　

　
山
本
与
志
春
常
任
理
事

（
青
山
学
院
）
に
よ
る
閉
会

の
挨
拶
と
と
も
に
、
２
０
２

３
年
度
第
１
１
１
回
総
会
が

閉
会
し
た
。

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム 

講
演
Ⅰ

名
古
屋
学
院
大
学

国
際
文
化
学
部 

准
教
授 

黒
柳 

志
仁

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
入
学
し
て

　

キ
リ
ス
ト
と
出
会
っ
た
私
の
体
験

魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

私
が
初
め
て
チ
ャ
ペ
ル
を
訪

れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

授
業
を
通
し
て
、
日
々
の
昼

の
礼
拝
に
出
席
し
た
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
チ
ャ
プ
レ
ン
に

出
会
い
、
聖
書
朗
読
に
は
じ

ま
り
、
礼
拝
で
の
サ
ー
バ
ー

を
し
ま
し
た
。
聖
書
を
通
し

て
「
言
葉
」
と
の
出
会
い
が

与
え
ら
れ
、
礼
拝
で
は
聖
書

の
音
読
を
通
し
て
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
意
味
を
覚
え
る
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
チ
ャ
プ
レ
ン
は
父
親
の

よ
う
な
存
在
で
、
主
日
礼
拝

に
も
サ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席

を
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に

導
か
れ
る
き
か
っ
け
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
志
社

大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
に

進
学
し
、
旧
約
聖
書
に
専
念

し
ま
し
た
。
大
学
院
で
出
会

っ
た
指
導
教
授
は
ド
イ
ツ
に

留
学
を
さ
れ
て
お
り
、
緻
密

な
聖
書
釈
義
だ
け
で
な
く
、

授
業
で
話
さ
れ
る
ド
イ
ツ
留

学
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
い
つ

か
自
分
で
経
験
し
て
み
た
い

と
目
指
す
憧
れ
に
な
り
ま
し

た
。

　
人
は
「
憧
れ
」
を
も
つ
こ

と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ

ス
ト
教
教
育
に
お
い
て
、
授

業
だ
け
で
な
く
、
学
生
に
憧

れ
を
抱
か
せ
る
教
員
像
に
な

る
こ
と
も
、
人
を
育
て
る
た

め
に
と
て
も
大
切
な
役
目
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
憧
れ
る

人
に
出
会
う
と
、
人
は
成
長

す
る
た
め
の
道
筋
を
見
つ
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
憧

れ
は
、
何
よ
り
自
分
へ
の
刺

激
に
な
り
ま
す
。
私
は
大
学

院
入
学
後
に
派
遣
留
学
を
通

し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
指

導
教
授
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
過
去
に

ド
イ
ツ
で
学
ば
れ
た
同
志
社

大
学
神
学
部
の
先
生
方
と
の

繋
が
り
で
、
そ
の
後
の
私
の

留
学
の
進
路
を
変
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
同
じ
「
神

学
」
を
通
し
て
、
世
界
の
様

々
な
国
や
地
域
の
研
究
者
と

情
報
交
換
を
さ
れ
る
先
生
方

の
研
究
活
動
は
、
探
求
す
る

私
の
刺
激
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ

た
と
き
、
私
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
に
い
ま
し
た
。
神
学
寮

で
過
ご
し
て
お
り
、
同
居
す

る
皆
が
心
配
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
人
は
私
く
ら

い
し
か
い
な
い
の
に
礼
拝
時

間
を
作
り
、「
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
の
祈
り
」
を
唱
え
、
日
本

の
た
め
に
平
和
を
祈
り
募
金

を
集
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
に
留
学
を
し
、
遠
い
存

在
で
あ
っ
た
母
国
日
本
が
、

神
を
前
に
し
て
、
近
く
に
感

じ
た
経
験
で
も
あ
り
ま
し

た
。
海
外
に
留
学
を
す
る
こ

と
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の

学
び
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
世
界
の
仲
間
と
名
前
と

名
前
で
呼
び
合
え
る
経
験
を

も
つ
こ
と
は
、
真
の
平
和
学

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
詩
編
１
４
３
編
５
節
に
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
私

は
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
思
い

起
こ
し
／
あ
な
た
の
行
っ
た

こ
と
を
一
つ
一
つ
思
い
返
し

／
御
手
の
業
に
思
い
を
巡
ら

し
ま
す
。」
こ
の
詩
編
を
ヘ

ブ
ラ
イ
語
で
読
ん
で
み
る

と
、「
過
ぎ
去
っ
た
日
々
」

は
ミ
ケ
デ
ム
と
い
う
言
葉

で
、
直
訳
を
す
る
と
「
前
に

あ
る
日
々
」
と
い
う
意
味
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩

編
作
者
は
、
昔
の
思
い
出
と

な
っ
た
過
去
の
日
々
を
、
自

分
の
「
目
の
前
に
あ
る
」
現

実
と
し
て
見
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
歩
ん
で
き
た
過
去
の
日
々

の
思
い
出
が
、
私
た
ち
の
将

来
の
方
向
を
決
め
る
舵
取
り

を
す
る
、
人
生
の
プ
ロ
セ
ス

を
プ
ラ
イ
ド
に
し
て
い
く
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　
今
日
は
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
、
過
去
の
日
々
を
思
い
起

こ
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

に
出
会
っ
た
日
、
洗
礼
を
受

け
た
日
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

に
憧
れ
を
抱
い
た
日
な
ど
、

「
思
い
出
」
を
辿
り
、
お
一

人
お
ひ
と
り
の
人
生
の
物
語

と
経
験
の
分
か
ち
合
い
の
時

間
に
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

いのちの深呼吸

「黙想と祈りの集い」世話人　植松　功
―園児・児童・生徒・学生・教職員とともに―

講演Ⅱ
　
こ
の
時
間
は
、
通
常
の
講

演
で
は
な
く
、
タ
イ
ト
ル
に

あ
る
よ
う
に
こ
の
総
会
に
参

加
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の

少
し
ホ
ッ
と
す
る
深
呼
吸
の

時
間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
超
教

派
の
修
道
会
「
テ
ゼ
」
は
、

短
い
歌
詞
を
繰
り
返
し
歌
う

祈
り
の
歌
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
日
は
そ
の
テ
ゼ
の

歌
や
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て

日
本
で
作
曲
さ
れ
た
歌
な
ど

を
ご
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
ま
す
。
こ

の
テ
ゼ
に
は
世
界
中
か
ら
多

く
の
若
者
た
ち
が
集
ま
り
ま

す
。
そ
の
霊
性
の
中
に
は
、

皆
さ
ん
の
学
校
に
お
け
る
園

児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
そ

し
て
教
職
員
の
方
々
の
「
い

の
ち
の
深
呼
吸
」
に
つ
い
て

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
福
音
を
先
取
り
す
る

歌
：
見
よ　
き
ょ
う
だ
い
が

共
に
座
っ
て
い
る　
何
と
い

う
恵
み　
何
と
い
う
喜
び　

（
詩
編
１
３
３
編
よ
り
）

　
き
ょ
う
だ
い
が
共
に
座
る

こ
と
の
で
き
な
い
現
実
、
国

々
が
敵
対
し
、
あ
る
い
は
家

族
の
中
に
あ
っ
て
も
一
緒
に

食
卓
を
囲
め
な
い
現
実
、
そ

れ
ら
の
た
だ
中
で
私
た
ち
は

あ
え
て
「
見
よ
、
き
ょ
う
だ

い
が
共
に
座
っ
て
い
る
」
と

歌
い
ま
す
。
光
の
な
い
所
で

光
を
歌
い
、
絶
望
の
中
で
希

望
を
歌
い
、
葛
藤
の
中
で
あ

え
て
感
謝
の
歌
を
歌
い
ま

す
。
歌
に
は
、
福
音
を
先
取

り
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
は
、

皆
さ
ん
の
学
校
の
中
で
直
観

し
て
い
く
の
で
す
。

■
シ
ン
プ
ル
さ

歌
：
イ
エ
ス
さ
ま
が
わ
た
し

の
名
前
を
呼
ん
で
い
る　
イ

エ
ス
さ
ま
が
あ
な
た
の
名
前

を
呼
ん
で
い
る　
わ
た
し
た

ち
は
羊
の
群
れ　
イ
エ
ス
さ

ま
が
呼
ん
で
い
る

　
わ
た
し
た
ち
が
こ
ど
も
や

生
徒
に
提
供
で
き
る
重
要
な

福
音
の
現
実
は
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
さ
で
す
。
単
純
素
朴
さ

で
す
。
福
音
の
核
心
を
繰
り

返
し
宣
言
す
る
歌
、
た
と
え

ば
こ
の
歌
で
し
た
ら
、
わ
た

し
の
名
前
が
呼
ば
れ
て
い

る
、
あ
な
た
の
名
前
が
呼
ば

れ
て
い
る
と
い
う
福
音
の
現

実
を
、
繰
り
返
し
歌
い
な
が

ら
わ
た
し
た
ち
は
知
ら
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
シ
ン
プ
ル
で

あ
る
こ
と
の
中
に
は
か
り
知

れ
な
い
豊
か
さ
と
可
能
性
が

宿
っ
て
い
ま
す
。

■
沈
黙

歌
：
イ
エ
ス
内
な
る
光　
闇

に
留
ま
る
こ
と
な
く　
イ
エ

ス　
あ
な
た
の
愛
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に

　
テ
ゼ
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
一

つ
は
沈
黙
の
力
で
す
。
無
数

の
青
年
た
ち
が
テ
ゼ
で
の
祈

り
の
時
間
を
通
し
て
沈
黙
の

豊
か
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
そ

し
て
実
は
、
こ
ど
も
た
ち
は

沈
黙
の
豊
か
さ
が
好
き
で

す
。
沈
黙
の
豊
か
さ
を
知
ら

な
い
の
は
わ
た
し
た
ち
大
人

で
す
。
沈
黙
か
ら
逃
げ
よ
う

と
す
る
大
人
の
現
実
を
こ
ど

も
た
ち
は
直
観
し
ま
す
。
こ

ど
も
た
ち
は
そ
の
場
を
適
切

に
整
え
さ
え
す
れ
ば
沈
黙
を

と
て
も
喜
び
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
礼
拝
を
よ
り
豊

か
に
す
る
ヒ
ン
ト
の
一
つ

は
、
沈
黙
の
と
き
を
い
か
に

捧
げ
る
か
と
い
う
工
夫
に
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
沈
黙

と
は
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
は

い
け
な
い
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
実
は
、
最
も
豊
か
な
言

葉
が
宿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

の
だ
と
。

■
繰
り
返
し

歌
：
主
の
恵
み
は
朝
ご
と
に

新
し
い　
主
の
ま
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
に
深
い
（
哀
歌
３
章

２２‌

〜‌

23‌

節
よ
り
）

　
福
音
は
繰
り
返
し
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
諦
め
ま
す

が
、
神
さ
ま
は
諦
め
ま
せ

ん
。
毎
朝
、
主
の
恵
み
は
新

し
い
。
そ
れ
に
お
応
え
し

て
、
わ
た
し
た
ち
も
毎
日
、

繰
り
返
し
歌
い
続
け
ま
す
。

■
連
帯

歌
：
い
つ
く
し
み
と
愛
の
あ

（
４
面
に
つ
づ
く
）

申
込
締
切
日
が
近
い
夏
の
全
国
研
修
会

第
10
回
大
学
新
任
教
員
研
修
会

日
程
＝
８
月
25
日
（
金
）　

締
切
＝
７
月
28
日
（
金
）

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

第
９
回
全
国
事
務
局
長
・
事
務
長
会
議

日
程
＝
９
月
１
日
（
金
）
〜
２
日
（
土
）

締
切
＝
８
月
１
日
（
火
）

会
場
＝
東
北
学
院
大
学

第
３
回
キ
リ
ス
ト
教
活
動
担
当
事
務
職
員
研
修
会

日
程
＝
９
月
８
日
（
金
）　

締
切
＝
８
月
３
日
（
木
）

会
場
＝
明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

第
３
回
経
営
懇
話
会
（
中
小
規
模
学
校
法
人
連
携
協

力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

日
程
＝
９
月
11
日
（
月
）
〜
12
日
（
火
）

締
切
＝
７
月
25
日
（
火
）

会
場
＝
活
水
女
子
大
学

＊�

要
項
・
申
込
書
は
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
「
教
職
員
の
方
へ
」「
同
盟
事
務

局
」「
各
集
会
案
内
・
連
絡
事
項
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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る
と
こ
ろ　
神
と
も
に

　
テ
ゼ
は
そ
の
は
じ
め
か
ら

最
も
抑
圧
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
を
迎
え
入
れ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
侵
攻
が

始
ま
っ
た
と
き
に
も
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
難
民
を
迎
え
る
フ
ラ

ン
ス
の
最
初
の
拠
点
を
提
供

し
た
の
は
テ
ゼ
で
し
た
。
い

の
ち
の
深
呼
吸
は

自
分
だ
け
の
た
め

で
は
な
く
、
常
に

世
界
の
人
々
、
中

で
も
最
も
苦
悩
す

る
人
々
と
の
深
呼

吸
で
あ
る
こ
と
を

テ
ゼ
は
わ
た
し
た

ち
に
告
げ
ま
す
。

内
な
る
祈
り
と
人

々
と
の
連
帯
、
そ

れ
が
不
可
分
で
あ

る
こ
と
を
、
こ
ど
も
や
生
徒

た
ち
と
一
緒
に
体
験
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

◇
後
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
歌

と
祈
り
と
黙
想
）

朗
読
（
讃
美
歌
に
交
え
て
）

詩
編
１
３
９
編
／／
聖
書
朗
読

知
恵
の
書
１１
章
２２
～
26
節

黙
想

　
台
風
直
撃
の
豪
雨
の
中
、

は
る
ば
る
お
越
し
い
た
だ

き
、
初
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
昨

日
皆
様
を
お
迎
え
し
た
時
、

背
中
も
靴
も
ズ
ボ
ン
も
び
し

ょ
濡
れ
に
な
っ
た
お
姿
を
拝

見
し
て
本
当
に
申
し
訳
な
く

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
伊
藤
さ
ん
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
黒
柳
先

生
の
本
学
で
キ
リ
ス
ト
と
出

会
っ
た
思
い
出
、
そ
し
て
植

松
功
さ
ん
の
黙
想
と
賛
美
の

ひ
と
時
を
ご
一
緒
す
る
こ
と

が
で
き
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
今
朝
は
ご
覧
の
通
り

の
快
晴
で
、
昨
日
の
ど
ん
よ

り
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
太
陽
に

照
ら
さ
れ
た
ピ
カ
ピ
カ
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
今
こ
う
し
て
コ
ロ
ナ

の
苦
し
い
３
年
間
を
乗
り
超

え
て
共
に
こ
の
閉
会
礼
拝
を

献
げ
る
こ
と
が
で
き
感
無
量

で
す
。

　
先
ほ
ど
の
讃
美
歌
は
本
校

創
立
者
八
代
斌
助
の
愛
唱
歌

で
も
あ
り
、
今
か
ら
53
年
前

の
葬
送
告
別
式
で
も
歌
わ
れ

ま
し
た
。
祖
父
に
あ
た
る
創

立
者
の
葬
儀
の
時
、
私
は
小

学
校
１
年
生
で
し
た
の
で
何

も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
は
祖
父
が
こ
の
讃
美

歌
を
好
き
に
な
っ
た
理
由
も

よ
く
分
か
り
ま
す
。
聖
公
会

関
係
校
の
理
事
長
を
兼
務
し

て
い
た
元
気
な
時
に
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
の
皆

様
方
と
出
会
い
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

つ
な
が
り
も
あ
っ
て
祖
父
は

Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
国
際
基
督
教
大
学

の
設
立
理
事
に
も
加
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
校
の
建
学
の
精
神
は

「
神
を
畏
れ
、
人
を
恐
れ

ず
、
人
に
仕
え
よ
」
と
い
う

も
の
で
す
が
、
こ
れ
も
皆
様

と
ご
交
友
を
深
め
る
中
で
歴

史
と
伝
統
あ
る
多
く
の
加
盟

校
の
よ
う
に
、
本
校
も
生
徒

に
仕
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
卒
業
生
も
喜
び
を

も
っ
て
人
々
に
仕
え
る
大
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
祈
り

と
願
い
を
込
め
て
、
祖
父
が

考
え
た
ス
ク
ー
ル
・
モ
ッ
ト

ー
で
す
。
２
０
０
８
年
に
東

洋
英
和
女
学
院
で
同
盟
の
代

表
者
会
議
が
開
か
れ
た
時
、

池
田
守
男
理
事
長
先
生
の
サ

ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
お
話
を
聴
い
て
私
は
感

動
し
、
本
校
の
建
学
の
精
神

も
か
く
あ
る
べ
き
と
思
い
ま

し
た
。

　
昨
日
講
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
黒
柳
先
生
も
建
学
の
精

神
に
適
う
本
学
の
誇
る
べ
き

卒
業
生
の
一
人
で
す
が
、
今

一
人
、
附
属
高
校
の
卒
業
生

を
紹
介
し
ま
す
。
20
年
に
及

ぶ
現
役
生
活
を
引
退
し
た
、

元
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の

坂
口
智
隆
選
手
で
す
。
彼
が

２
・
３
年
の
時
私
が
聖
書
の

授
業
を
担
当
し
ま
し
た
が
、

私
の
授
業
は
い
つ
も
聖
書
を

枕
に
安
ら
か
な
睡
眠
学
習
で

し
た
。
近
鉄
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
に
ド
ラ
フ
ト
１
位
で
指
名

さ
れ
１
軍
で
活
躍
し
ま
し
た

が
、
オ
リ
ッ
ク
ス
へ
と
球
団

名
が
変
わ
っ
た
頃
か
ら
故
障

に
悩
ま
さ
れ
、
数
年
後
の
契

約
交
渉
で
年
俸
35
％
の
大
幅

ダ
ウ
ン
を
球
団
か
ら
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

当
時
の
労
使
協
定
で
30
％
以

上
の
減
額
は
認
め
ら
れ
ず
、

選
手
会
長
だ
っ
た
彼
は
同
僚

選
手
や
ご
家
族
の
こ
と
を
考

え
て
前
例
は
作
る
ま
い
と
、

ク
ビ
を
覚
悟
で
最
後
ま
で
判

を
押
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
自
由
契
約
と
な
っ
た

の
で
す
が
、
そ
こ
で
ウ
チ
に

来
な
い
か
と
誘
っ
て
く
だ
さ

っ
た
の
が
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ

ー
ズ
で
し
た
。
そ
の
ヤ
ク
ル

ト
に
恩
返
し
す
る
た
め
Ｆ
Ａ

権
を
取
得
し
て
も
最
後
ま
で

他
の
球
団
に
変
わ
る
こ
と
な

く
、
引
退
直
前
つ
い
に
古
巣

オ
リ
ッ
ク
ス
と
の
日
本
シ
リ

ー
ズ
で
見
事
勝
利
し
て
胴
上

げ
選
手
と
な
り
日
本
一
の
美

酒
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
私
の
聖
書
の
授
業
で

は
い
つ
も
寝
て
い
た
彼
で
す

が
、
そ
れ
で
も
建
学
の
精
神

を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
て
く

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
最
後
ま

で
ヤ
ク
ル
ト
の
同
僚
に
仕
え

る
働
き
を
残
し
て
引
退
し
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
は
２
０
０
１
年
春

の
選
抜
大
会
で
、
初
め
て
甲

子
園
の
ス
タ
ン
ド
か
ら
ア
リ

ラ
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
実
は
こ
れ
も
彼
の
お
蔭

な
の
で
す
。
本
校
と
同
じ
駅

圏
内
に
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校

が
今
も
あ
り
ま
す
が
、
30
年

ぬ
」。
こ
の
歌
詞
は
も
ち
ろ

ん
私
た
ち
加
盟
校
が
こ
の
世

界
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

た
歌
詞
と
言
え
ま
す
が
、
同

時
に
そ
れ
は
加
盟
校
の
す
べ

て
の
園
児
～
学
生
た
ち
の
心

の
中
で
少
し
ず
つ
成
長
す

る
、
人
を
愛
し
人
に
仕
え
る

小
さ
な
木
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
の

心
の
中
に
主
イ
エ
ス
の
小
さ

な
種
を
播
き
続
け
、
何
十
年

か
経
っ
た
時
に
彼
ら
の
心
の

中
で
立
派
に
成
長
し
た
愛
の

大
木
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら

も
共
に
主
の
み
栄
え
を
表
す

教
育
の
業
に
励
ん
で
参
り
ま

し
ょ
う
。

　
今
こ
の
閉
会
礼
拝
を
本
学

院
創
立
60
周
年
、
還
暦
の
お

祝
い
と
共
に
献
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
皆
様

に
、
ま
た
西
原
理
事
長
を
は

じ
め
孫
局
長
、
同
盟
職
員
の

皆
様
の
ご
教
導
の
お
蔭
で
間

も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
祖
父
斌
助
も
き
っ
と
天
国

で
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

程
前
ま
で
は
ど
ち
ら
も
ヤ
ン

チ
ャ
な
学
校
で
、
毎
日
の
よ

う
に
両
校
生
の
喧
嘩
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
、
ま
ず
は
教
職

員
同
士
仲
良
く
し
よ
う
と
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
朝
鮮
高
校
が
当
番
の
時
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隅
に
沢
山
の

七
輪
が
並
べ
ら
れ
、
い
つ
も

と
て
も
美
味
し
い
カ
ル
ビ
や

ホ
ル
モ
ン
を
ご
馳
走
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
仲
で
朝

鮮
学
校
卒
の
女
学
生
が
本
校

で
音
楽
の
教
育
実
習
に
来
た

の
で
す
が
、
す
ぐ
友
だ
ち
に

な
っ
た
坂
口
君
は
彼
女
に

「
も
し
オ
レ
が
甲
子
園
に
出

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
必
ず

友
情
応
援
に
来
て
ア
リ
ラ
ン

を
弾
い
て
な
！
」
と
約
束
し

ま
す
。
そ
し
て
１
年
秋
の
県

大
会
・
近
畿
大
会
で
は
エ
ー

ス
で
４
番
と
大
活
躍
し
、
創

部
以
来
初
め
て
の
甲
子
園
出

場
を
決
め
て
く
れ
た
の
で

す
。
２
０
０
１
年
３
月
27

日
、
朝
鮮
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
員
お
よ
そ
80
名
が
友
情

応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
圧

倒
的
な
パ
ワ
ー
で
本
校
野
球

部
を
精
一
杯
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。
朝
鮮
高
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
が
甲
子
園
の
ス
タ

ン
ド
で
演
奏
す
る
の
も
初
め

て
な
ら
、
５
回
終
了
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
時
に
ア
リ
ラ
ン

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
厳
か
に
奏

で
ら
れ
た
の
も
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
…
。

　
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
日

頃
行
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教

教
育
は
、
大
学
入
試
に
役
立

た
ず
即
効
性
も
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
私
た

ち
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く

目
に
見
え
な
い
お
方
を
指
し

示
し
続
け
る
限
り
、
こ
う
し

た
後
姿
を
見
て
育
っ
た
卒
業

生
が
数
十
年
後
「
あ
ー
そ
う

い
え
ば
あ
の
先
生
が
、
あ
の

時
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い

た
な
ー
」
と
、
心
の
中
で

「
サ
ム
シ
ン
グ
グ
レ
ー
ト
」

に
思
い
を
寄
せ
て
く
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
結
婚

し
た
時
や
子
供
が
産
ま
れ
た

時
、
そ
し
て
ご
両
親
が
病
気

に
な
っ
て
必
死
で
看
病
し
て

い
る
時
に
、
と
も
す
れ
ば
人

を
愛
す
る
心
と
人
に
仕
え
る

本
当
の
喜
び
が
芽
生
え
て
く

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
私
た
ち
が
一
緒
に
賛
美

し
た
１
番
、「
昔
主
イ
エ
ス

の
播
き
た
ま
い
し
、
い
と
も

小
さ
き
生い

のち
命

の
た
ね
、
芽
生

え
育
ち
て
地
の
は
て
ま
で
、

そ
の
枝
を
張
る
樹
と
は
な
り

問合せ先（e-mail）
zenkiri2019@gmail.com

　
第
33
回
全
国
キ
リ
ス
ト
教

学
校
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
２

０
２
３
の
ご
案
内

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
が
後
援
す
る
標
記
セ
ミ
ナ

ー
が
、８
月
16
日（
水
：
集
合

時
刻
は
各
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
異
な
る
）
～
18

日（
金
）15
時
30
分
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
い
の

ち
・
平
和
・
人
権
―
小
さ
な

声
を
き
き
と
り
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
つ
な
が
ろ
う
―
」で
、

初
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
他
、
青
山
学
院
短
大
礼
拝

堂
及
び
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

館
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
演

会
、分
科
会
、聖
書
研
究
、派

遣
礼
拝
等
）が
行
わ
れ
ま
す
。

　
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
要

項
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
問
合
せ
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ
教
育
部

気
付
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会

事
務
局
ま
で
。

　
今
回
の
定
時
総
会
は
コ
ロ

ナ
対
策
の
継
続
で
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
開
催
と
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
の
比
率

は
申
込
時
28
％
、
当
日
は
23

％
で
、
チ
ャ
ッ
ト
の
記
入
に

て
決
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
思
い
が
け
な

い
6
月
の
台
風
の
影
響
で
雨

風
が
強
く
、
東
海
道
新
幹
線

を
始
め
交
通
機
関
が
混
乱
し

て
ご
苦
労
さ
れ
た
皆
様
に
は

大
変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し

た
。
盛
夏
に
向
け
て
極
端
な

気
象
の
被
害
が
な
い
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　
マ
ス
ク
生
活
の
生
徒
達
に

は
体
力
低
下
、
口
を
大
き
く

開
け
ら
れ
な
い
、
讃
美
歌
が

し
っ
か
り
歌
え
な
い
、
図
書

貸
出
が
減
少
し
た
等
の
指
摘

が
あ
り
ま
す
。
教
育
の
場
で

生
活
・
学
習
の
基
礎
を
見
直

す
こ
と
も
大
切
な
様
で
す
。

夏
期
休
暇
の
お
守
り
と
良
き

実
り
を
！�

事
務
局
長

＜行事予定＞＊は申込み締切り済
７／22～24＊　第67回事務職員夏期学校
� （御殿場市・東山荘）
８／１～３＊　第10回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７～８＊　第８回全国災害支援連絡会議
� （熊本市、益城町ほか）
　　10～12＊　第３回教員リフレッシュ合宿
� （奈良県洞川温泉）
　　17～19＊　第56回全国聖書科研究集会� （捜真学院）
　　23～24＊　第13回中堅事務職員リトリート
� （同志社今出川キャンパス）
　　25　　　　第10回大学新任教員研修会� （オンライン）
９／１～２　　第９回全国事務局長・事務長会議
� （東北学院大学）
　　４　　　　第67回大学部会研究集会� （オンライン）
　　８　　　　第３回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （明治学院大学）
　　９　　　　教研部会等委員長会議� （教育同盟事務局）
　　11　　　　�第3回経営懇話会（中小規模学校法人連携

協力検討プロジェクト）� （活水女子大学）
　　30　　　　本部・地区事務局会議� （オンライン併用）
10／26　　　　第65回中高研究集会� （北星学園女子中高）

６
月
３
日（
土
）　

閉
会
礼
拝
・

６
月
３
日（
土
）　

閉
会
礼
拝
・
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八
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記
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拝

記
念
礼
拝

礼
拝
説
教
要
旨

礼
拝
説
教
要
旨

　　

八
代　

智

八
代　

智

八
代
学
院
理
事
長

　
総
会
１
日
目
昼
休
み
に

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
大
学
チ
ャ
ペ

ル
〈
諸
聖
徒
礼
拝
堂
〉
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
開

始
時
刻
が
近
づ
く
と
次
々

に
出
席
者
が
集
ま
り
、
満

員
の
礼
拝
堂
で
演
奏
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　
20
分
程
度
の
時
間
の
中

で
、
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

の
伊
藤
純
子
氏
が
曲
目
を

工
夫
し
、
聖
歌
や
耳
馴
染

み
の
あ
る
曲
を
演
奏
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
音

色
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
諸
聖
徒
礼
拝
堂
の
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
は
「
ル
ナ
」

と
名
付
け
ら
れ
、
礼
拝
堂

後
方
に
据
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ス

ク
社
が
製
作
し
、
２
０
０

６
年
６
月
に
奉
献
さ
れ
ま

し
た
。
手
鍵
盤
が
２
段
と

足
鍵
盤
が
あ
り
、
１
７
５

８
本
の
パ
イ
プ
を
備
え
た

大
き
な
オ
ル
ガ
ン
で
す
。

諸
聖
徒
礼
拝
堂
は
前
方
が

塔
の
よ
う
に
高
く
造
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
内
部
の
広

い
空
間
で
音
が
反
響
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
礼
拝
堂

全
体
を
包
み
込
む
よ
う
に

オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が
豊
か

に
響
く
と
、
伊

藤
氏
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。

　
普
段
は
昼
の

礼
拝
で
も
奉
奏

さ
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち

や
教
職
員
が
音
色
を
耳
に

す
る
機
会
を
日
々
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

定時総会１日目

パイプオルガン
ミニコンサート
演奏 伊藤純子 氏

演
奏
後
の
チ
ャ
ペ
ル
見
学


